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Impact of Improvement of Sleep Disturbance on Symptoms and Quality of Life  
    in Patients with Functional Dyspepsia 
   （機能性ディスペプシアにおける症状およびQOLに及ぼす睡眠障害の改善の影響) 












【方法】 2018年12月から2019年7月までの間に，ピッツバーグ睡眠質問票 (PSQI) にて総得点5.5点以上
の睡眠障害を伴う機能性ディスペプシア症例のうち，睡眠障害に対して睡眠導入剤を投与する方針となった
20 例を前向きに登録した．内服導入前と導入 4 週後に消化器症状と QOL に関するアンケート調査を行った．
睡眠障害の評価には，PSQI，Epworth Sleepiness Scale (ESS) ，アテネ不眠尺度 (AIS)  を用いた． 消化
器症状の評価には，改訂 F スケール質問票，Gastrointestinal Symptom Rating Scale (GSRS) ，日本語版




あった．各々の質問票における中央値 (投与前/投与後) は以下であった: PSQI, 10.0/8.5; ESS, 12.5/5.0; 
AIS, 10.0/4.0; 改訂 F スケール, 21.0/16.0 (酸逆流関連症状，8.0/6.0，運動不全症状，12.0/8.5); GSRS, 




















【結論】 睡眠薬の導入による睡眠障害の改善は，機能性ディスペプシアにおける消化器症状や QOL の改善に
も繋がることが示唆された．これらの事象には，痛覚調節の機能とも関連があるかも知れない．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
